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暴
力
団
排
除
等
条
例
な
ど
24
件
を
可
決

環
境
基
本
条
例
改
正
な
ど
２
件
を
否
決

　
９
月
定
例
会
が
９
月
６
日
か
ら
26
日
ま

で
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
本
定
例
会

で
は
、
ポ
リ
オ
予
防
接
種
の
不
活
化
ワ
ク

チ
ン
へ
の
切
り
替
え
に
要
す
る
経
費
等
を

計
上
し
た
平
成
24
年
（
２
０
１
２
年
）
度

の
一
般
会
計
補
正
予
算
案
を
は
じ
め
、
暴

力
団
排
除
等
条
例
案

や
人
選
案
件
な
ど
45

件
が
市
長
か
ら
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
議
初
日
に
、

昨
年
12
月
定
例
会
か

ら
継
続
審
査
と
な
っ

て
い
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
条
例

改
正
案
な
ど
３
件

は
、
施
行
期
日
に
係

る
部
分
が
修
正
さ
れ

ま
し
た
。

　

市
長
提
出
議
案
の

う
ち
、
環
境
基
本
条

例
改
正
案
と
市
道
の

管
理
の
瑕
疵
に
よ
る

事
故
に
係
る
損
害
賠

償
に
つ
い
て
の
２
件

は
否
決
さ
れ
、
債
権

管
理
条
例
案
な
ど
の

継
続
審
査
案
件
４
件

と
個
人
情
報
保
護
条

例
改
正
案
、
情
報
公

開
条
例
改
正
案
は
、
慎
重
に
審
査
す
る
た

め
次
期
定
例
会
ま
で
継
続
審
査
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
23
年
（
２
０
１
１
年
）
度
の
一
般

会
計
と
８
特
別
会
計
及
び
水
道
・
病
院
会

計
の
決
算
認
定
等
は
、
継
続
審
査
と
し
、

特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
、
次
期
定
例
会

ま
で
の
閉
会
中
に
審
査
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
が
、こ
れ
ら
を
除
く
他
の
議
案
は
、

す
べ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
一
般

会
計
補
正
予
算
案
に
つ
い
て
、
審
査
の
過

程
で
議
員
か
ら
本
会
議
に
提
出
さ
れ
た
修

正
案
は
、賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
会
運
営
委
員
会
提
出
の
議
員

報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
条
例
改

正
案
は
、
全
員
賛
成
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
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常任委員会の審査から� 11 ～ 13
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議会日誌、視察報告、要望・陳情� 16

主
な
掲
載
内
容

本年９月から開始された不活化ポリオワクチン接種

定
例
会
の
概
要

各
会
派
の
質
問

意

見

書

常
任
委
員
会
議
決
結
果

要
望
・
陳
情
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予

算

１　
一
般
会
計

　
平
成
24
年
（
２
０
１
２
年
）
度
一
般
会

計
予
算
は
92
億
24
万
円
が
増
額
補
正
さ

れ
、
総
額
が
１
１
４
６
億
３
０
６
０
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　
増
額
補
正
の
主
な
内
容
は
、
福
祉
・
介

護
職
員
の
処
遇
改
善
の
た
め
の
介
護
報
酬

加
算
に
３
８
２
万
円
、
18
歳
未
満
の
身
体

障
が
い
児
を
対
象
と
す
る
育
成
医
療
に
関

す
る
自
立
支
援
医
療
費
の
支
給
認
定
及
び

支
給
事
務
が
来
年
４
月
に
大
阪
府
か
ら
本

市
に
権
限
移
譲
さ
れ
る
た
め
、
障
が
い
者

福
祉
シ
ス
テ
ム
の
改
修
に
６
６
１
万
円
、

日
中
に
監
護
す
る
者
の
い
な
い
障
が
い
児

（
者
）
に
活
動
の
場
を
提
供
し
、
一
時
的

な
見
守
り
等
の
支
援
を
行
う
日
中
一
時
支

援
施
設
の
増
加
に
伴
う
事
業
費
の
増
額
分

と
し
て
７
２
９
１
万
円
、
所
得
制
限
の
導

入
な
ど
児
童
手
当
法
の
改
正
に
伴
う
児
童

手
当
シ
ス
テ
ム
の
改
修
に
９
５
５
万
円
、

来
年
度
か
ら
公
立
保
育
所
の
延
長
保
育
料

を
徴
収
す
る
た
め
の
保
育
業
務
シ
ス
テ
ム

の
改
修
に
１
９
４
万
円
、
ポ
リ
オ
予
防
接

種
に
つ
い
て
、
従
来
の
経
口
生
ワ
ク
チ
ン

の
２
回
接
種
が
、
今
年
９
月
か
ら
不
活
化

ワ
ク
チ
ン
の
４
回
接
種
に
切
り
替
え
ら
れ

た
こ
と
に
伴
う
事
業
費
の
増
額
分
と
し
て

１
億
５
７
９
３
万
円
、
土
地
開
発
公
社
の

解
散
に
伴
う
清
算
の
た
め
、
同
公
社
が
市

の
依
頼
に
基
づ
き
先
行
取
得
し
て
い
た
用

地
の
買
い
戻
し
や
損
失
補
償
の
費
用
と
し

て
64
億
６
０
２
８
万
円
、
地
域
防
災
計
画

の
修
正
に
当
た
り
、
平
成
９
年
（
１
９
９

７
年
）
度
作
成
の
防
災
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の

情
報
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
家
屋
状
況
等
の
情

報
更
新
、
地
震
や
津
波
浸
水
に
よ
る
被
害

想
定
の
見
直
し
等
に
１
２
７
９
万
円
な
ど

で
す
。

　
ま
た
、
土
地
開
発
公
社
か
ら
の
用
地
買

い
戻
し
費
用
の
う
ち
、
国
庫
補
助
金
の
減

額
に
よ
り
今
年
度
中
の
買
い
戻
し
が
困
難

と
な
っ
た
事
業
用
地
の
購
入
費
を
公
共
用

地
先
行
取
得
会
計
に
計
上
す
る
た
め
、
１

億
４
１
３
５
万
円
が
減
額
補
正
さ
れ
ま
し

た
。�

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

２　
特
別
会
計

　
国
民
健
康
保
険
会
計
で
は
、
通
帳
や
届

け
出
印
が
な
く
て
も
、
市
役
所
の
窓
口
で

端
末
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
通
し
て
口

座
振
替
手
続
が
で
き
る
ペ
イ
ジ
ー
口
座
振

替
受
付
サ
ー
ビ
ス
の
国
保
料
へ
の
導
入
・

運
営
に
３
５
５
万
円
、
国
保
の
特
定
健
康

診
査
に
つ
い
て
、
郵
便
に
よ
る
受
診
勧
奨

と
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
に
35
万
円
、
介
護

保
険
会
計
で
は
、
前
年
度
の
国
庫
支
出
金

等
の
精
算
に
伴
う
返
還
金
と
し
て
８
６
２

７
万
円
、
ま
た
、
公
共
用
地
先
行
取
得
会

計
で
は
、
一
般
会
計
の
減
額
補
正
分
１
億

４
１
３
５
万
円
が
そ
れ
ぞ
れ
増
額
補
正
さ

れ
ま
し
た
。

条

例

○�

暴
力
団
排
除
等
条
例

　
公
共
工
事
、
市
の
施
設
等
か
ら
暴
力
団

を
排
除
す
る
と
と
も
に
、
暴
力
的
不
当
要

求
行
為
を
規
制
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民

生
活
の
安
全
及
び
平
穏
の
確
保
を
図
る
も

の
で
す
。

○�

報
酬
及
び
費
用
弁
償
条
例
の
一
部

改
正

　
月
の
途
中
で
行
政
委
員
会
の
委
員
等
で

な
く
な
っ
た
場
合
の
報
酬
支
給
額
に
つ
い

て
、
月
額
を
日
割
り
計
算
で
算
出
し
た
額

に
変
更
す
る
も
の
で
す
。

○�

土
地
開
発
基
金
条
例
の
一
部
改
正

　
土
地
開
発
公
社
の
解
散
に
当
た
り
、
市

の
依
頼
で
同
公
社
が
先
行
取
得
し
た
用
地

の
買
い
戻
し
や
損
失
補
償
を
行
う
た
め
、

基
金
の
額
を
減
額
す
る
も
の
で
す
。

○�

図
書
館
条
例
の
一
部
改
正

　
千
里
丘
図
書
館
を
設
置
す
る
も
の
で
す
。

○
消
防
表
彰
条
例
の
一
部
改
正

○�
消
防
職
員
等
賞
じ
ゆ
つ
金
条
例
の

一
部
改
正

　
消
防
審
査
委
員
会
と
賞
じ
ゅ
つ
金
審
査

委
員
会
の
委
員
構
成
を
変
更
し
、
市
長
事

務
部
局
の
職
員
の
み
に
改
め
る
も
の
で

す
。�

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

本会議に対面形式による一問一答方式の質問を導入
　９月定例会から、本会議において対面形式による一問一答方式の質問を導入しました。従来からの一括質問
一括答弁方式の質問との選択制で実施しています。

　市議会ホームページ (http://www.city.suita.osaka.jp/home/shigikai.
html) の ｢議会中継（インターネット）｣ から録画映像をご覧いただけます。
※一問一答方式…質問項目ごとに質問し、市長等から、そのつど答弁を受けます。
※�一括質問一括答弁方式…すべての質問項目をまとめて質問し、市長等から、
まとめて答弁を受けます。
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○�

火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正

　
総
務
省
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
電
気

自
動
車
の
急
速
充
電
設
備
を
設
置
す
る
際

の
位
置
、
構
造
及
び
管
理
の
基
準
を
定
め

る
も
の
で
す
。

○�

母
子
生
活
支
援
施
設
条
例
の
廃
止

　
本
年
９
月
30
日
を
も
っ
て
、
い
ず
み
母

子
ホ
ー
ム
を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

（
審
査
内
容
の
一
部
は
11
〜
13
面
に
、
議

決
結
果
は
14
、
15
面
に
掲
載
）

単

行

事

件

○�

土
地
開
発
公
社
の
解
散

　
本
年
11
月
30
日
を
も
っ
て
、
土
地
開
発

公
社
を
解
散
す
る
も
の
で
す
。

�

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

契

約

○�

川
面
下
水
処
理
場
雨
水
滞
水
池

設
置
工
事�

（
５
億
９
４
７
６
万
円
）

○�

（
仮
称
）
南
千
里
駅
前
公
共
公
益

施
設
整
備
事
業
契
約
の
一
部
変
更

　
入
札
時
の
提
案
用
金
利
と
引
き
渡
し
の

２
営
業
日
前
の
基
準
金
利
に
差
が
生
じ
た

場
合
は
、
設
計
・
建
設
費
の
割
賦
金
利
額

を
改
定
す
る
と
の
契
約
の
規
定
に
基
づ

き
、
契
約
金
額
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

人

事

　
９
月
定
例
会
で
は
、
次
の
方
々
の
選
任

に
同
意
し
ま
し
た
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

�

（
任
期
３
年
）

千
里
山
月
が
丘
28
番
１
号

　
九く　
鬼き　
章あ

き　
泰ひ

ろ　
氏

監
査
委
員
（
任
期
４
年
）

岸
部
南
３
丁
目
15
番
３
号

　
原は

ら　
田だ　
　
　
憲け

ん　
氏

人
権
擁
護
委
員
（
任
期
３
年
）

山
田
東
３
丁
目
８
番
23
―
１
０
０
１
号

　
前ま

え　
田だ　
　
　
都み

や
こ　

氏

決
算
・
企
業
決
算
審
査

　
　
特
別
委
員
会
を
設
置

　
平
成
23
年
（
２
０
１
１
年
）
度
の
一
般

会
計
と
８
特
別
会
計
及
び
水
道
・
病
院
の

事
業
会
計
、
水
道
事
業
会
計
利
益
の
処

分
、
合
わ
せ
て
12
件
の
決
算
に
関
す
る
議

案
が
９
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
議
案
を
審
査
す

る
た
め
、
二
つ
の
特
別
委
員
会
を
設
置

し
、
閉
会
中
に
前
年
度
予
算
の
執
行
状
況

と
効
果
に
つ
い
て
審
査
し
ま
す
。

　
こ
の
審
査
結
果
は
、
12
月
定
例
会
で
報

告
さ
れ
る
予
定
で
す
。
各
特
別
委
員
会
の

委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
委
員
長　
　
豊　
田　
　
　
稔

　
副
委
員
長　
　
榎　
内　
　
　
智

　
委　
　
員　
　
後　
藤　
恭　
平

　
委　
　
員　
　
池　
渕　
佐
知
子

　
委　
　
員　
　
矢　
野　
伸
一
郎

　
委　
　
員　
　
澤　
田　
雅　
之

　
委　
　
員　
　
野　
田　
泰　
弘

　
委　
　
員　
　
山　
本　
　
　
力

　
委　
　
員　
　
倉　
沢　
　
　
恵

　
委　
　
員　
　
山　
根　
建　
人

企
業
決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
委
員
長　
　
生　
野　
秀　
昭

　
副
委
員
長　
　
上　
垣　
優　
子

　
委　
　
員　
　
中　
本　
美
智
子

　
委　
　
員　
　
足　
立　
将　
一

　
委　
　
員　
　
橋　
本　
　
　
浩

　
委　
　
員　
　
井　
上　
真
佐
美

　
委　
　
員　
　
吉　
瀬　
武　
司

　
委　
　
員　
　
木　
村　
　
　
裕

　
委　
　
員　
　
奥　
谷　
正　
実

　
委　
　
員　
　
柿　
原　
真　
生

会
派
の
構
成�

�

※
会
派
内
の
順
序
は
議
席
番
号
順

日
本
共
産
党
（
８
人
）

　
　
村む

ら

口ぐ
ち　

　
始は

じ
め　

　
竹た

け

村む
ら　

博ひ
ろ

之ゆ
き

　
　
倉く

ら

沢さ
わ　

　
恵さ

と
し　

　
塩し

お

見み

み
ゆ
き

　
　
柿か

き

原は
ら　

真ま

生き　
　
玉た

ま

井い

美み

樹き

子こ

　
　
上う

え

垣が
き　

優ゆ
う

子こ　
　
山や

ま

根ね　
建た

け

人と

公　
明　
党
（
７
人
）

　
　
矢や

野の

伸し
ん

一い
ち

郎ろ
う　

　
井い

の

上う
え

真ま

佐さ

美み

　
　
野の

田だ　
泰や

す

弘ひ
ろ　

　
吉よ

し

瀬せ　
武た

け

司し

　
　
小こ

北き
た　

一か
ず

美み　
　
坂さ

か

口ぐ
ち　

妙た
え

子こ

　
　
島し

ま　
　
　
晃あ

き
ら

民
主
市
民
連
合
（
６
人
）

　
　
澤さ

わ

田だ　
雅ま

さ

之ゆ
き　

　
川か

わ

本も
と　

　
均ひ

と
し

　
　
竹た

け

内う
ち　

忍じ
ん

一い
ち　

　
木き

村む
ら　

　
裕ゆ

た
か

　
　
和わ

田だ　
　
学ま

な
ぶ　

　
山や

ま

本も
と　

　
力つ

と
む

自
由
民
主
党
絆
の
会
（
５
人
）

　
　
柿か

き

花は
な　
道み

ち

明あ
き　
　
橋は

し

本も
と　
　
浩ひ

ろ
し

　
　
藤ふ

じ

木き　
栄え

い

亮す
け　

　
奥お

く

谷た
に　

正ま
さ

実み

　
　
豊と

よ

田だ　
　
稔み

の
る　

　

吹
田
新
選
会
（
4
人
）

　
　
後ご

藤と
う　

恭き
ょ
う

平へ
い　

　
足あ

立だ
ち　

将の
ぶ

一か
つ

　
　
山や

ま

口ぐ
ち　

克か
つ

也や　
　
神か

み

谷や　
宗そ

う

幣へ
い

す
い
た
市
民
自
治
（
２
人
）

　
　
池い

け

渕ぶ
ち

佐さ

知ち

子こ　
　
西に

し

川か
わ　

厳た
け

穂お

吹
田
い
き
い
き
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
１
人
）

　
　
中な

か

本も
と

美み

智ち

子こ

み
ん
な
の
党
吹
田
（
1
人
）

　
　
榎え

の
き

内う
ち　

　
智さ

と
し

す
い
た
市
民
ク
ラ
ブ
（
1
人
）

　
　
梶か

じ

川か
わ　

文ふ
み

代よ

無
所
属
ク
ラ
ブ
（
1
人
）

　
　
生い

く

野の　
秀ひ

で

昭あ
き

定
例
会
の
概
要

各
会
派
の
質
問

意

見

書

常
任
委
員
会
議
決
結
果

要
望
・
陳
情


